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オオタバコガ (昆虫綱チョウロヤガ科)

愛媛県あわじ島産のレタスでイモムシ発見。大分前、やはリレタスでイモムシを見つ

け、オオタバコガあたりが怪しいと呪んだが決定的な証拠が見つからなかった。その時
に、次に見つけたら]引ヒまで育てて確かめよう、と決心した。チャンス到来。エサ・はレ
タスでいいだろう。レタスなら毎日でも用意できる。プロジェクト/ならぬプロジェ
クト「?」 を画策。広国の透明な容器、割り箸、レタス、草花用土を秘かに調達。戻艮
難辛苦することもなく、大成功。この度のイモムシはオオタバコガと確認できた。

.    /     幼虫発見 2022/10/5。 体長 14ミリ(10/8測

定)。 左上写真は 10/17。 体長 30ミリo

容器に土を入れ、]引ヒに必要かたまと割り箸を

挿し、幼虫を乗せたレタスをセット。ふたを軽

くかぶせた。

レタスを食べず、盛んに動き回る。

10/22幼虫が姿を消した。レタスが
｀
気に入

ユリノキ・風の便り72
左写真、容器のふたの内側に成虫発見時の様

子。動かない。やがでプルプルモソモソと動き

始めた。そして急に活発になり飛んだ。

お腹が大分膨らんでいたような気がする。

窓を開けたがカーテンの陰に入り、探すも見

見つけられず、そのままとする。

三日後、電灯の傘や天丼でパタパタ飛,3ヾ

姿があつた。静かにしているところを撮影

し始めた途端に大きく飛び、開けた窓から

夕材、

ポアンダンテロガシオンつて?

フランス語でノヽテナマークのことですが、アモーレ、ボンジュール、マドモアゼリ伝
パピヨン、アシジュッポーンぐらいしかわからなしWめ 知ヾつているのはなぜか? ムシ
とは関係ない話です。

ヒコーキの写真の中に、月剛本に「?」 マークを描いた飛行機が
｀
ありました。

アメリカのリンドバーグが大西洋単独無着F夢腱行|こ成功したのが 192フ (昭和 2)年
で、以後長距離飛行{こ挑戦する人や会社が)欠々と現れました。その一つがフランスのこ
のブレゲー社「ポアンダンテロガシオン」号です。パリからニュー∃―クヘの大西

'■

黄
断に挑もうと用意した機イ本です。ヒコーキで人や物を35｀ことがなんとか出来そうだと
いうめどがついたとはいえ、エンジンが大西洋のあちら側に着くまで動き続けるかどう
かやつてみないと分からないという時代。「さて、うまくいくかな」とのジョーク、フラ
ンゑ ですからエスプリで名付けたのでしょうか。

結果:オーライ D′acc,0,K.! 1930年パリ発5700kmを飛んで 3フ 時間 17分後、
ニューヨーク着。残念マークにならずに大成功。94年後にもこうして話題にされること
となりました。

ブレゲー「オつ ン・ダンテロガシオン」号 長距離機
「世界の異 。別冊 写真で見る航空史・上」

朝日新聞社 日研口50 から

資料によっては「疑問符号1としている。
後ろにも大きい車輪が見えるが、移動するためにあ
てがつた車。 こ硼 引

:セ
か
―
期末のこの位置には車輪

傾引障制 ではなく「そり」力Y寸けられている。
当時の飛行場{よ 広めの平らな原つばという感じスの
場所で十分だったようだ。。

ユリノキ・風の便り72
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らなくて餌探しに脱走したか、ひょっとして土に潜つて蛹に変

身しつつあるのか プロジェクト?を断念する力略斎予か、な

んぞと悩む。

11/14ササギになつている、と

の希望的いし功日減的推測に基づい

て上をやさしくどけてみた。居た。

左中写真がその時の状態。

体長 20ミリo深さ 1學
ン。

11/19成虫発見 (次ページ)。

土を除けてサナギの抜け殻 (17ミリ)

確認。左下写真はその時の状態。

土から出てくる戸帰は見逃した。

1、  (左 2枚の写真■ 害」り箸の位置Iゴ多

動している。容器の句きは同じ)

右写真は、上がサナギ、下力ヽ 友

ι芳潔材広大。
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